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研究成果の概要（和文）： 本研究では、理論と方法論の両面から言語構造を動機づける認知的・

談話的な基盤についての考察を行った。具体的には、大規模な言語コーパスを参照して、実際

の使用文脈の中から現れる、英語の不変化詞の談話機能や文法機能を考察した。また、方法論

の面では、言語の身体性や反意語間に見られる非対称性に注目した質的方法論と、文法的・意

味的・談話的な要素のコーディングに基づく量的な方法論を融合させ、言語を経験的に分析す

るための手順を示した。 

 
 
研究成果の概要（英文）： This research studies the cognitive and discourse bases of linguistic 

structures both from a theoretical and methodological perspective. It, especially, examines 

the discourse and grammatical functions of English particles that emerges in usage with 

data from a large corpus. In the methodological point, this research attempts to merge a 

qualitative method, based on the comparison between antonyms, and a quantitative 

method, based on the coding of various factors, and then, provides a concrete method for 

various linguistic approaches. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、コンピューターの発達に伴い、電子
化された言語データが大量に蓄積されてお
り、これらのデータを用いて定量的な言語分
析を行うコーパス言語学が発展している。こ
のデータ面での急速な発展により、言語学で

は再編が進んでおり、従来は、学際的な研究
が尐なかった、機能的言語学の諸分野（認知
言語学、談話機能言語学、会話分析、社会言
語学など）が、共通のデータや方法論を使用
することで統合してきている。しかし、デー
タの充実に対して、方法論は進展が遅れてい
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る。多くの研究では、コーパス言語学の伝統
的な分析手法である、語句の頻度や表層的な
分布を用いた論証がなされており、言語の意
味や談話的基盤を論じた定量的な研究は尐
ない。 

 このような状況の中、本研究の開始時点で、
筆者は以下の二点の研究に従事していた。第
一に、方法論の面では、文脈の統語的・意味
的・談話的情報のコーディングに基づく、独
自の言語コーパスを用いた定量的な意味分
析手法を提唱し、使用の場で揺れ動く言語の
動的な側面を分析してきた。第二に、提案し
た意味分析モデルを用いて、主に認知言語学
と談話機能言語学の観点から言語の多義性、
類義性、反義性などを分析してきた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、これまでに自身が確立した定
量的意味分析モデルの精度を高め、このモデ
ルを用いて、言語構造の認知的な基盤や、談
話的な基盤を論じることを目的とする。同時
に、反証可能な言語の意味分析モデルを構築
するという包括的な目的を達成するために、
以下の四つの具体的な研究の目的を設定し
た。 

 

(1) 様々なジャンルの言語データを構築す
る。 

(2) これまでに確立した定量的な意味分析
モデルを精緻化して、様々な言語現象の
分析に適用する。 

(3) 分析の理論的背景となる認知・機能的な
言語観に関する最新の知見を学びなが
ら、研究対象となる言語事例を発掘する。 

(4) (1)から(3)で行うデータ面、方法論面、
現象面での改良に基づいて、言語構造を
動機づける認知的・談話的基盤の研究を
行う。 

 

以上の四点は相互に関連がある。(1)はデータ
面、(2)は方法面、(3)は記述面、(4)は理論面
に関する目的である。この四点の具体的な目
的を達成することで、最終的には、経験的で
客観的な言語分析のモデルを構築する。 

 

３．研究の方法 

 本研究では、「２．研究の目的」で挙げた
四点の具体的な目的に対して、以下の四点の
研究方法を採用した。 
 
(1) 言語コーパスの整備に関して 

① 日英語の言語コーパスの収集を続け
る。また、それらを言語分析に適し
た形に加工する。 

② 日本語の話し言葉コーパスを構築す
る。 

(2) 定量的な意味の分析モデルの構築とそ

の応用 
① これまでに用いてきた意味的・談話

的な要素を吟味し、対象の特徴をよ
り正確に表すことができる要素を発
見することで、モデルの精度を向上
させる。 

② Stefan Th. Gries と Dagmar Divjak

が提唱した最新の定量的な分析方法
（Collostructional Analysis）を、日
本語の分析に応用する。 

(3) 理論的背景の充実と言語事例の発掘 
① 認知文法や談話機能言語学などの観

点から、理論的な示唆をコーパス研
究に与える。 

② 文法・意味・談話などがダイナミッ
クに相互作用する言語現象を発掘す
る。 

(4) 言語構造の認知的・談話的基盤の研究 
① 意味分析モデルを用いて、発話の場

で揺れ動く言語の動的な側面を分析
する。 

② 意味拡張の基盤としての身体に注目
して、多義語の振舞いや反義語間の
非対称性などを分析する。 

 
４．研究成果 
 
(1) 研究の主な成果 
 言語構造の振舞いを認知的／談話的な観
点から考察した。具体的には、理論面と方法
面に関して以下の四点の研究を行った。 
 

① 反意的な前置詞の対である over と
underの比較を通して、前置詞 under
に見られる条件法の帰結節を導く文
法機能を分析した。最終的には、over
と under には非対称的な意味拡張が
見られ、underのみに文法機能が定着
している点を示した。また、この
under の文法機能が空間的意味から
抽象的な意味を介して拡張している
点を示すことで、拡張的な意味と文
法機能の連続性を示した。[論文①、
図書③] 

② 前置詞の談話機能の振る舞いを、類
義的な用法を比較することで定量的
に考察した。具体的には以下の二つ
の研究を行った。第一に、従属節で
使われる二種類の aside 構文（後置
詞型と現在分詞型）を比較すること
で、意味論レベルでは「～は別にし
て」という類義的な意味を持つこれ
らの構文が、談話レベルではまった
く異なる機能を持つ点を示した。第
二に、前置詞、後置詞、接続詞とし
て使われる notwithstanding を例に
して、この三つの用法の談話的な振



 

 

る舞いの違いを調べた。最終的にこ
の二つの研究では、意味論的には類
似しているものの、談話レベルで異
なる振る舞いを見せる構文について
論じた。[論文④、発表①] 

③ 2000 年代後半から普及し始めた、コ
ーパスを用いた基本的な語彙関係の
分析手法である Behavioral Profiles
アプローチを用いて、語彙の多義性
と反義性の分析をおこなった。具体
的 に は 、 big/large/great と
small/little/tiny という反意語の
グループの対に対して文法的・意味
的・談話的な情報を付与することで、
各語彙間の類似度や相違度を量的に
示した。[論文③、図書②] 

④ これまでに実践してきた定量的な意
味分析手法を日本語に応用して、人
称詞「こいつ」「そいつ」「あいつ」
に見られる指示対象の非対称的な広
がりを考察した。結果として、「こい
つ」「そいつ」は人間以外にも具体物、
抽象物、事態などを指示することが
できるのに対して、「あいつ」の指示
対象はほとんどの場合人間に限られ
ていることを示した。また、「こいつ」
と「そいつ」では、「こいつ」に現場
指示的な用法が多く、「そいつ」に文
脈指示的な用法が多い点を示した。
[論文②、発表⑤] 

 
(2) 成果のインパクトと位置づけ 
 本研究の成果のインパクトや位置づけは
次のようにまとめられる。 
 

① 記述面： これまでの前置詞の多義性
の研究ではほとんど論じられてこな
かった前置詞が持つ文法機能や談話
機能を考察対象としている。これに
よって、従来は意味論的な分野に留
まっていた多義研究を語用論的な立
場からも行える可能性を示した。 

② 理論面： 前置詞の文法機能や談話機
能が拡張的な意味から派生すること
を示すことで、文法化が進んだ機能
もプロトタイプ的な空間的意味から
派生していることを示した。これに
より、意味論的意味と語用論的意味
という厳格な二分法ではなく、連続
的な言語間に基づく分析の必要性を
示した。 

③ 方法面： 文法的・意味的・談話的要
素をコーディングするというコーパ
ス分析の方法を示すことで、質的な
考察を伴った、コーパス分析の手法
を示した。また、このコーパスに基
づく分析と、身体性に基づく認知的

な分析を組み合わせ、語彙間の様々
な関係を分析するために用いた。 

 
(3) 今後の展望 
 今後の展望として、本研究には以下のよう
な広がりが考えられる。 
 

① 機能主義の諸学派がコーパス言語学
を中心に融合する際に方法論を供給
する： 言語コーパスの普及とともに、
現在、用法基盤的な分析を行う機能
主義の諸分野（語用論、認知言語学、
社会言語学、談話分析、会話分析、
歴史言語学など）の学際的な交流が
始まりつつあるが、本研究では言語
コーパスを用いた様々な研究手法を
提案することで、実例に基づいて談
話的な意味を扱う機能主義の諸分野
の融合を方法論の面から促進する。 

② 前置詞研究の拡大： 1980年代から認
知言語学や語彙意味論（ Lexical 
Semantics）の分野で盛んに論じられ
ている前置詞の多義性の研究分野を
拡張する。具体的には、文脈の中で
生じる前置詞の文法機能や談話機能
などのこれまではあまり論じられて
こなかった現象に注目することで、
意味論の範囲にとどまっていた従来
の前置詞研究の範囲を語用論へも拡
大させ、文法化や談話・機能言語学
などの一般性の高い視点から多義性
を論じることができるようにする。 

③ 意味拡張の基盤としての身体性を論
じる： 前置詞の多義性や反意的な前
置詞の対に見られる非対称的な意味
拡張に注目することで、意味拡張を
動機づける基盤としての身体の役割
を考えていく。これにより、従来は
スローガン的に留まっていた「身体
性」という概念を具体的に用いなが
ら、意味の拡張や文法機能の定着を
考察することが可能となる。 
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